次のニューメディアに関するキーワードについてまとめなさい。

１．日本の地上デジタルテレビ放送・衛星デジタルテレビ放送について
　１）デジタル放送の方式
　　　衛星デジタル：ISDB-S　地上デジタル放送：ISDB-T
　２）映像符号化方式

　　　MPEG-2Video　MPEG-4AVC
　３）音声符号化方式

MPEG-2AAC　MPEG-4ALS

　４）データ符号化方式

　　　BML（Broadcast Markup Language）

　５）使用する周波数帯

　　　UHF（４７０～７７０MHｚ）　１３～６２チャンネルの５０の物理チャンネルがある。

　６）チャンネル帯域幅

　　　６MHz

　７）画面サイズ比率
　　　１６：９

　８）解像度（ハイビジョン：HDとフルハイビジョン：フルHD）
　　　HD：１４４０×１０８０　フルH：１９２０×１０８０
　９）走査線／走査線数

　　　１１２５本（有効：１０８０本）

１０）電子番組表／番組情報

　　　　　　新聞のような番組表がテレビ画面に表示され番組の確認や番組予約録画ができる。更新頻度が多く、
留守録の時も録画機器が対応していれば番組放送時間の延長やズレにも正しい追随が可能となっている。
１１）データ放送

　　　映像以外のデジタル化されたデータの放送で独立データ放送や番組連動デジタル放送、補完データ放送が

ある。

１２）双方向サービス

　　　放送局からは、データ放送で送信されるが、受像機側では放送局に受けて電波を飛ばすことはできないの

　　でインターネットか電話回線に接続することで双方向が可能んある。
１３）音質

　　　MPEG-2AACで十分な利得があり高音質である。

１４）リモコンキー番号とチャンネル番号

　　　郵便番号や地域情報で自動的にリモコンのキー番号とチャンネル番号を合わせることができる。

１５）映像・音声の遅延

　　　圧縮・展開にかかる時間で映像音声の遅延が発生する。時報の廃止。

１６）時刻情報

　　　各放送局は「TOT」（Time Offset Table）と呼ばれる時刻情報を、映像や音声とは別のエンコード方法で

自局の映像信号に圧縮なしに多重送出することで遅延のない放送を実現している。

１７）B-CAS認証

画像のコピー制御の基準に対する機器認証システムとして各種機器にB-CASカードを挿入して利用する

必要がある。

１８）コピーワンス
　　　コンテンツを１世代だけコピーできる仕組み。1世代目からコピーはできず前世代から移動しかできない。

１９）ダビング１０

　　　コピーが９回と１回の移動ができる方式

２０）CPRM

　　　「コピーワンス（1世代だけ録画可能）」の番組を録画するときに使われるコピー制御方式である。

    この方式に対応したメディアや機器でないと録画ができない。
２１）字幕放送／字幕スーパー
　　　場面説明や吹き替え、ニュースなどを画面に表示させる方式
２２）ＨＤＭＩ／Ｄ端子

　　　HDMIは、非圧縮デジタル形式の音声と映像を伝達し音質、画質とも理論的には劣化することはない。
　　　D端子は、デジタル放送用に規格化されたがアナログテレビに対応させるためにアナログ伝送になってい

　　る。
２３）ＢＤ／ＤＶＤレコーダ

　　　衛星デジタル放送・地上デジタル放送の豊富な機能も使え録画が行える。

２４）ワンセグ方式

　　　地上デジタル放送の１つのエリア（１セグメント）を使って低解像度（３２０X２４０／３２０X１８０）

の放送をできるようにしたもの。
２５）ＢＳデジタル方式
　　　BS衛星を使ったデジタル放送でNHKやWOWOWなどが使っている。視聴するにはBSアンテナが必

　　要になります。

２６）狭帯域ＣＳ（ＣＳ）

　　　CS衛星を利用したデジタル放送である。ＣＳデジタル放送のうち27MHz帯域幅を使用するもの。
２７）広帯域ＣＳ（ＣＳ１１０）

　　　人工衛星が東経１１０度に位置するためにCS110と呼ばれる。BS衛星と同じ経度に位置するために
　　BS、CS共有のアンテナが使える。

２８）ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）

　　　　テレビ放送やインターネット、電話回線などをサービスする方式で電波を受信するためのアンテナなどは

不要でケーブルテレビ会社との契約でいろいろなサービスが受けられる。
２９）トランスモジュレーション方式

　　　CATVで伝送されてくるデジタル放送の信号の変調方式の一つ。

３０）バススルー方式

　　　CATVで伝送されてくるデジタル放送の信号の変調方式の一つ。

３１）地上デジタルテレビ放送を受信するためのアンテナについて

　　　UHF帯のアンテナが必要である。すでにある場合は、工事は不要。
